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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

脈
々
と

繋
ぐ
道 

」

輝
く
生
命（
い
の
ち
）を

８ １
674

が
国
造
船
業
の
再
生
や
港
湾
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
強
化
に
向
け

て
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
他
、
高
規
格

道
路
、
整
備
新
幹
線
な
ど
の
整

備
、
空
港
の
機
能
強
化
、
物
流

・
建
設
業
な
ど
の
担
い
手
の
確

保
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
「
個
性
を
い
か
し

た
地
域
づ
く
り
と
持
続
可
能
で

活
力
あ
る
国
づ
く
り
」
に
つ
い

て
で
す
。
「
交
通
空
白
」
の
解

消
、
二
地
域
居
住
等
の
促
進
、

持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
み
、
地
方
へ
の
人
の

流
れ
を
拡
大
し
、
地
方
で
の
賑

わ
い
づ
く
り
や
雇
用
の
拡
大
を

促
す
と
と
も
に
、
日
常
生
活
や

経
済
活
動
、
多
様
な
暮
ら
し
・

働
き
方
を
実
現
す
る
イ
ン
フ
ラ

や
交
通
体
系
の
整
備
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
行
政
は
、
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
我
が
国

の
経
済
や
地
域
の
生
活
・
な
り

わ
い
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
私

（
前
年
度
比
１
・
00
）
と
な
っ

て
お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
、
予
防

保
全
型
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
へ
の
本

格
転
換
、
人
流

・
物
流
を
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
拠
点
の
整

備
、
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た

道
路
の
脱
炭
素

化
の
推
進
、
道

路
シ
ス
テ
ム
の

Ｄ
Ｘ
、
道
路
空

間
の
安
全
・
安

心
や
賑
わ
い
の

創
出
に
つ
い

て
、
令
和
７
年

度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
切
れ

目
な
く
取
組
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
６
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
第
１
次
国
土

強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
を
踏

ま
え
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
や
老
朽
化
対
策
等

の
抜
本
的
な
対
策
を
含
め
て
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
と
し

て
い
る
。

の
活
用
等
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
・
管
理
等
の
高
度
化
・
効

率
化

○
災
害
対
応
体
制
の
強
化

○
イ
ン
フ
ラ
、
交
通
、
物
流
等

の
分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
の
推
進

等《
２
．
国
庫
債
務
負
担
行
為

（
ゼ
ロ
国
債
）
》

　

公
共
事
業
の
円
滑
か
つ
効
率

的
な
執
行
を
図
る
た
め
、
事
業

の
平
準
化
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
特
に
、
積
雪
寒
冷
地
域
な

ど
地
域
の
状
況
に
十
分
配
慮
し

て
配
分
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
５
月
よ
り
古
賀
誠
最

高
顧
問
の
後
任
と
し
て
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
当

会
議
の
各
般
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
、
日
ご
ろ
よ
り
大
変
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
設

立
理
念
で
あ
る
「
道
は
命
。
道

は
国
の
力
な
り
。
」
の
よ
う

に
、
道
路
は
国
民
生
活
の
安
全

と
安
心
の
実
現
、
さ
ら
に
は

国
民
生
活
に
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
根

幹
的
な
社
会
資
本
で
あ
る
こ
と

は
、
今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
日
本
列
島
を
取
り
巻

く
自
然
環
境
は
極
め
て
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
台
風
・
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
我
々

に
は
、
自
然
災
害
か
ら
国
民
の

命
と
財
産
を
ど
う
守
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
大
事
な
使
命
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を
踏

　

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら

２
年
、
そ
し
て
、
復
興
中
の
奥

能
登
を
襲
っ
た
豪
雨
か
ら
約
１

年
３
月
が
経
ち
ま
し
た
。
先
月

も
、
青
森
県
に
お
い
て
最
大
震

度
６
強
を
記
録
す
る
大
規
模
地

震
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
震
災
や

豪
雨
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
改
め
て
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
国
土
交
通
大

臣
就
任
後
、
直
ち
に
能
登
半
島

の
被
災
地
へ
視
察
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
能
登
半
島
地

震
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

と
す
る
被
災
地
の
賑
わ
い
と
笑

顔
を
一
日
も
早
く
取
り
戻
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
や
な

り
わ
い
の
再
建
が
叶
う
よ
う
、

国
土
交
通
省
を
挙
げ
て
、
復
旧

・
復
興
を
、
急
い
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
、
引
き
続
き
、
「
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
、

「
力
強
い
経
済
成
長
の
実

現
」
、
「
個
性
を
い
か
し
た
地

域
づ
く
り
と
持
続
可
能
で
活
力

あ
る
国
づ
く
り
」
を
重
点
的
に

金子恭之
国土交通大臣

佐藤信秋
全国道路利用者会議会長

計画的に着実かつ迅速に道路整備の推進を！計画的に着実かつ迅速に道路整備の推進を！

年年  
頭頭  

挨挨  

拶拶

ま
え
た
関
係
予
算
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
人
件
費
等
の
高
騰

等
の
影
響
を
適
切
に
反
映
し
た

必
要
な
予
算
・
財
源
を
通
常
道

路
予
算
と
は
別
枠
で
満
額
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
国
内
投
資
拡
大
に
つ

な
が
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
、
計
画
的
な
老
朽
化
対

策
、
渋
滞
対
策
の
実
施
、
さ
ら

に
は
中
継
物
流
拠
点
の
整
備

及
び
交
通
結
節
機
能
の
強
化
な

ど
、
道
路
整
備
の
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
国
民
が
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
そ
し
て
社
会
経
済
活
動
が

活
性
化
す
る
よ
う
、
中
・
長
期

的
視
点
に
立
ち
、
計
画
的
に
着

実
か
つ
迅
速
に
道
路
整
備
が
推

進
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
本
年
も
引
き

取
り
組
む
三
本
の
柱
と
し
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

ま
ず
、
「
国
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
」
に
つ
い
て
で
す
。

昨
年
１
月
に
発
生
し
た
埼
玉
県

八
潮
市
で
の
道
路
陥
没
事
故
を

踏
ま
え
た
対
策
な
ど
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
を
強
力
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え

て
、
輸
送
の
安
全
は
、
運
輸
事

業
者
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
で

あ
り
、
か
つ
、
最
も
重
要
な
使

命
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、

事
業
者
な
ど
に
お
け
る
安
全
管

理
体
制
の
強
化
を
含
む
交
通
の

安
全
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
海

上
保
安
業
務
に
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
「
力
強
い
経
済
成
長
の

実
現
」
に
つ
い
て
で
す
。
高
市

内
閣
で
、
成
長
戦
略
の
戦
略
分

野
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
我

続
き
、
地
方
会
議
や
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
特
別
会
員
の
皆

様
、
ま
た
道
路
を
利
用
す
る
全

て
の
方
々
の
声
を
聴
き
、
国
会

議
員
や
政
府
関
係
機
関
等
に
届

け
て
、
道
路
利
用
者
の
た
め
に

な
る
事
業
の
展
開
に
寄
与
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
８
年
度　

道
路
局
関
係
予
算
決
定
概
要

令
和
８
年
度　

道
路
局
関
係
予
算
決
定
概
要

は
こ
れ
ま
で
も
「
地
域
の
繁
栄

な
く
し
て
、
国
の
繁
栄
な
し
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、
徹
底
し

た
現
場
主
義
で
地
域
の
「
生
の

声
」
と
「
本
音
の
声
」
を
聞
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

現
場
の
声
に
よ
く
耳
を
傾
け
、

国
民
の
み
な
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
応
え
る
と
と
も
に
、

災
害
や
事
故
な
ど
の
有
事
の
際

は
機
敏
に
対
応
す
る
こ
と
を
含

め
、
本
年
も
全
力
で
任
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
国
土
交
通
省
の
組
織

が
持
つ
「
現
場
力
」
・
「
総
合

力
」
を
最
大
限
活
か
し
、
国
民

の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
我
が
国
の
経
済
成
長
や
地

域
の
生
活
・
な
り
わ
い
を
支
え

る
と
い
う
重
要
な
任
務
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国

民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
希
望
に
満
ち
た
、
発
展
の

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
補
正
予
算
が
、

令
和
７
年
12
月
17
日
に
成
立
し

た
。

【
令
和
７
年
度
道
路
関
係
補
正

予
算
配
分
方
針
】

《
１
．
一
般
公
共
事
業
》

　

「
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す

る
総
合
経
済
対
策
」
（
令
和
７

年
11
月
21
日
閣
議
決
定
）
に
基

づ
き
、

Ⅰ
．
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価

高
へ
の
対
応

Ⅱ
．
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投

資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現

Ⅲ
．
防
衛
力
と
外
交
力
の
強
化

の
三
つ
の
柱
に
つ
い
て
、
所
要

の
経
費
が
計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

配
分
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

の
実
情
や
地
方
公
共
団
体
の
要

望
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
高
い
緊

急
性
と
効
果
が
認
め
ら
れ
る
事

業
に
重
点
を
お
く
と
し
て
い

る
。

（
１
）
生
活
の
安
全
保
障
・
物

価
高
へ
の
対
応

○
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

○
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
業
務
効
率

化
の
推
進
等

○
道
路
交
通
環
境
や
無
電
柱
化

の
整
備
等
の
推
進

○
女
性
用
ト
イ
レ
の
利
用
環
境

の
改
善
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

等
の
取
組
の
推
進

（
２
）
危
機
管
理
投
資
・
成
長

投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
機
能

強
化
に
関
す
る
対
策

○
道
路
イ
ン
フ
ラ
等
の
局
所
対

策○
道
路
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
係

る
老
朽
化
対
策

○
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
衛
星
情
報

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７
年

12
月
26
日
に
「
令
和
８
年
度
道

路
局
関
係
予
算
決
定
概
要
」
を

公
表
し
た
。

　

令
和
８
年
度
道
路
関
係
予
算

は
、
２
兆
１
，
２
６
５
億
円

（国費：億円）

R8決定額（A） 前年度（B） 倍率(A/B)

直轄事業 16,022 15,959 1.00 

改築その他 10,109 10,217 0.99 

維持修繕 4,768 4,634 1.03 

諸費等 1,145 1,108 1.03 

補助事業 5,123 5,110 1.00 

高規格道路、IC等アクセス道路その他 2,546 2,559 0.99 

道路メンテナンス事業 2,312 2,282 1.01 

除雪 140 133 1.05 

補助率差額 125 136 0.92 

有料道路事業等 120 120 1.00 

合計 21,265 21,189 1.00 

注1． 直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金（2,908億円）を含む。

注2． 四捨五入の関係で、各計数の和が一致しない場合がある。

※
上記の他に、防災・安全交付金（国費8,529億円[対前年度比1.01]）、社会資本整備総合交付金（国
費4,597億円[対前年度比0.94]）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。

※
上記の他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として、令和8年度予算において社会資本整備
総合交付金（国費13億円［対前年度比0.05］）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てること
ができる。

※ 上記の他に、直轄道路（権限代行区間を含む）に係る災害復旧事業費（国費36億円）等がある。

※ 上記の他に、行政部費（国費7億円）およびデジタル庁一括計上分（国費11億円）がある。

＜参考＞防災・減災、国土強靱化の推進

道路関係予算は、令和7年度補正予算において国費3,687億円が措置されている。

※この他に防災・安全交付金および社会資本整備総合交付金があり、地方の要望に応じて道路整備に充て
ることができる。

令和8年度道路関係予算総括表
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[総事業費] （単位：百万円）

区分
直轄事業 補助事業 合計

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

生活の安全保障・物価高への対応 42,437 3,597 46,034 42,957 0 42,957 85,394 3,597 88,991 

危機管理投資・成長投資による強い経済の実現 182,337 64,500 246,837 222,706 0 222,706 405,043 64,500 469,543 

うち実施中期計画第4章 182,335 58,286 240,621 222,706 0 222,706 405,041 58,286 463,327 

小計 224,774 68,097 292,871 265,664 0 265,664 490,437 68,097 558,535 

国庫債務負担行為（ゼロ国債） 19,872 13,300 33,172 3,034 0 3,034 22,906 13,300 36,206 

合計 244,646 81,397 326,043 268,698 0 268,698 513,343 81,397 594,741 

（注）事業費ベース

※この他に、調査費や大口・多頻度割引の最大割引率を40％から50％に拡充する措置の延長（令和9年3月末まで）を実施するための経費（国費78億
円）がある。

※この他に、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費3,849億円）及び社会資本整備総合交付金（国費510億
円）、デジタル庁一括計上分、直轄道路（権限代行区間を含む）に係る災害復旧事業費（国費528億円）等がある。

※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しない場合がある。

令和7年度道路関係補正予算配分総括表


